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モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（１９） 

 

大正大学モンゴル佛典研究会 

 

序文（年度） 

 

 年度に引き続き、モンゴル語版『モンゴル佛教史』葉以下のローマ字転写、

翻訳、注釈を提示する。 

 今年度の当研究会で本研究に携わったのは以下のメンバーである。 

 秋元孝史（本研究会研究員）、阿部真也（大正大学綜合佛教研究所講師）、アリ

ヤ（本研究会研究員）、茨木智志（上越教育大学准教授）、ウルジージャルガル

（東洋大学大学院）、エルデニバートル（内モンゴル大学副教授）、エルデニバ

ヤル（内モンゴル大学教授）、オーダム（東洋大学大学院）、梶山啓一（本研究会

研究員）、片桐尚（内モンゴル大学客員教授）、窪田新一（大正大学准教授）、新

藤篤人（大正大学大学院）、バイカル（桜美林大学准教授）、藤本良子（本研究会

研究員）、三浦順子（本研究会研究員）、満永葉子（本研究会研究員）、宮本正彦

（本研究会研究員）、山口勝弘（本研究会研究員）。



   一 凡例

・原文の「葉」および「行」の表示方法について

   転写・訳文とも文章の頭に五桁の番号を入れる。例えば、葉７行はと

表示する。

・転写：ポッペ・小沢式のアルファベット表記・転写方式によっているが、それを

基本として、  を 、  を  と転写するアルガリ表記を考慮す 

るなど若干の変更を加えてある。

・脚注：翻訳、転写の現代モンゴル語との異同などは脚注において指摘し、積極的
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に修正した。

・略記：チベット語テキスト
橋本本：ジグメ・ナムカ著、橋本光寳編『西藏文蒙古喇嘛教史』蒙蔵典籍刊 

行会、昭和 15年 

フート本： （著）（編） 

  

        

青海本：久明柔白多杰著『蒙古佛教源流』青海民族出版社、1993年 12月 

翻訳 

橋本訳：ジグメ・ナムカ著、外務省調査部訳『増訂蒙古喇嘛教史』 生活社、 

昭和 15年 

フート訳：（著）（訳） 





テルビシ訳：ЦЭМБЭЛ ГYYШ（著）,  Л. ТЭРБИШ  
Р. БЯМБАА（訳） 

МОНГОЛЬIН  ТYYХ  ОРШВОЙ 

УЛААНБААТАР, 1997 
ウルジー訳：固始噶居巴・洛桑澤培著、陳慶英・烏力吉訳注『蒙古佛教史』 

天津古籍出版社、1990年 12月 
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(1)  
(2)     橋本本にはとある。 
(3)  （ゲルク派）とある。橋本本にはとある。 
(4)  
(5)  
(6)  
(7)  
(8)  
(9)  
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                      三世の勝者（佛陀）の知恵、 

 慈悲、 

 能力の３つを集めた佛陀は、３つの大本の信仰の化身の 

 父、聖なるツォンカパ、汚れなき賢明な教義、比べることのできないゲルク

派の 

 教法がこの地に弘通した次第をここで述べよう。第２の勝者 

 大ツォンカパの教宝が、どのように現われてきたかを説く際に、 

 

 文殊主大ツォンカパが、文殊根本 

 タントラより、《私は涅槃に入り、この地上において無上となって残った時

に、あなたは、 

 幼子の姿であった。仏陀の行を行うべし。その時、雪国（チベット）に 

 大歓喜寺を建立する》と言って、雪国（チベット）の勝者の 

 唯一の父（である）尊者文殊菩薩が、普通の修行僧の恰好をして、 

 正法を弘通せしめることにより、佛陀の行をなすことを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 以下は、橋本訳「第二篇 第二章 宗喀巴の改革佛教（ゲールクパ派）の歴史」。 
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(1) matibhadra （智善） 
(2)  
(3)  
(4) （業金剛） 
(5) 11015   
(6)  
(7)  
(8)  
(9)  
(10)  
(11)  
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 非常に明確に予言したのは、マティバドラ（ツォンカパ）である。この聖者

（ツォンカパ）の伝記について、 

 吉祥秘密主のワチルバニ（金剛主）が大師ガルマバジュラ（業金剛）に、 

 「金剛手である私も、マティバドラの功徳の限りを見いだすことができな

い。」 

 と述べたので、他の者たちはどのように述べることができようか。 

 しかしながら、ボグド・エルデニ（ツォンカパ）が自らの聖言に《最初には

普く多くの 

 傾聴をなし、次に本来の教義全てを奥義となし、増大せしめ、 

 最後には日夜を問わず行を続け、全てを教えて、 

 弘通の利益のために廻向しよう。》と説かれたように、普通の所化の 

 ひとつとなした伝記を少し述べる時、 

 

                 この聖者は、佛陀が涅槃 
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(1) 橋本本には（ラプチュン。年を起年として、年を周期とする暦法）とある。

モンゴル語は   。 

(2)  
(3) 左に  と書き込みがある。 

(4) 橋本本にはとある。
(5) 橋本本にはとある。 
(6) 橋本本にはとある。 
(7)  
(8)  
(9) 橋本本には とある。（獅子吼） 
(10)  
(11) 橋本本には（十万仏像）とある。
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 相をお示しになり、年経過した第６の 

  第葉終り  

 ラプチューンのヒーマ・ラビ、すなわち、丁酉の年（年）に、チベッ

トの３ 

 地方のうちの、下アムドの馬地方に属する、十善を 

 備えたヅォンカという地方においてマルの一族の、父ルーブム 

 と母シンサ・アチョイの２人の子として、多くの奇 

 瑞を持って（ツォンカパは）お生まれになった。臍 E

へそ

Aの緒を切って出た血か

ら、 

 栴檀の木が１本はえてきた。その葉ごとに、勝者センゲ・ガーローの御身が

あって、 

 その万を中心として、供養の対象とした。その為、 

 現在のクン・ブム
33F

となり、その名をとどろかせた。３歳の時（年）、

カルマ派の法主ロルベー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 橋本訳の注（p.202）参照。 
(2) 塔爾寺 
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36F

       

   

       
37F

   

    

  38F

     
39F

  

     

     
40F

     

     

   
41F
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(1) 橋本本にはとある。 
(2)  
(3) 橋本本にはとある。 
(4)  
(5)   
(6)  
(7)  
(8)  
(9)  
(10)  
(11)  
(12) 左に   と書き込みがある。橋本本にはとある。 
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 ドルジの下で、完全なる優婆塞戒を受け、その名を 

 クンガ・ニンポと称した。その時、法主の 

 夢において、この地に非常に大きな１本の栴檀の樹が生えていた。その影 

 で、無数の有情が休憩している夢であった。その（クンガ・ニンポの）父母

２人に（法主は） 

 「この幼子は高き所に住む大菩薩であるから、 

 出来る限り愛し清めよ。ほどなく、臍 E

へそ

Aの緒を切って 

 出てきた血より特別な 

  第葉終り  

 （以下次ページ） 

 １本の樹が生えてくる。そして、その木は、将来、有情 

 に利益をなすことだろう。」と予言した。６歳の時（年）、 

 法主ドンロブリンチンの下においでになった時、その法主が有縁を 
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     47F

   

   

         

  48F
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  50F
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 52F

      53F
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(1)  
(2) 橋本本にはとある。（不空金剛）
(3) 橋本本にはとある。 
(4)  
(5) 左に と書き込みがある。 
(6) 橋本本にはとある。（慧賢称吉祥）
(7)  
(8)  
(9)  
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 具足しているとおっしゃって、秘密真言金剛乗に入門させて 

 熟達させ、秘密の名をアモガバジルと名付けた。 

 ７歳の時（年）に法主ドンロブリンチンを規範師となし、 

 クマラボディを師となした。そして、在家より出家して、僧に 

 なり、最初の段階である、沙弥戒を完全に受け、名を 

 スマティ・キルティ・シリと授けられた。このラマは、この聖者を幼子の 

 時から養育し、出家させ、聞思を 

 促し、ウ－地方においでになる良縁もよく 

 成就したので、１人の大恩のあるラマとなったのである。 

  第葉終り  

 

 （半ページ空白） 

 

 文字の読み書きに努力したので、（五）明 

 処の大部分を困難もなく修得した。 

 歳の時（年）に、善説の賜物を受ける為に、上師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 慧、称、吉祥 
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(1)   この部分は文法不明。 

(2) 橋本本には（地名）とある。
(3) 橋本本には（人名）とある。 
(4)  橋本本にはとある。 （五大印経） 
(5) 橋本本にはとある。 
(6) 左に   （ターラ神）と書き込みがある。橋本本には （金剛鬘）とあ

る。
(7) 橋本本には （地名）とある。 
(8) 左に  と書き込みがある。橋本本には（性相）とある。
(9) 左に  と書き込みがある。橋本本にはとある。 
(10) （文殊の真言）、左に  と書き込みがある。 
(11) 橋本本には （允許）とある。 
(12) 橋本本には （鈴）とある。 参照。 
(13)  
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 の計らいに従って、ウ－地方においでになった。リグ 

 デルでチェンガ法主より、発心および五円満 

 大印（経）などを聞いた。副ラマ、クンロ－という人より、 

 タ－ラ神の灌頂を完全に聞いた。その後、大教 

 学堂があるネータンのデーワ・ジャンに赴かれて、性相 

 学を修めた。上師のソドノム・ジャルサンより文殊 

 ア・ラ・パ・チャ・ナの允許、鈴法のチャクラ・サンバラ身壇場 

 （砂マンダラ）の灌頂およびマハーカーラ（大黒天）の允許などを聴聞した。 

 歳の時（年）、学者の集会する、具足吉祥なるサンプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 文殊菩薩の真言 
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(1) 橋本本にはとある。（吉祥秘密橛般若）、

ウルジー訳には 」桑浦寺「 とある。
(2)   チベット語（命題、弁論）、橋本本には（弁論者）とある。 
(3)  
(4) 橋本本にはとある。 
(5) 橋本訳には「ダムリン（）」とある。テルビシ・ビャンバ訳には амрин 、ウルジー訳

には「昂仁」とある。青海本には （昂仁―地名）とある。 
(6) 橋本本には （般若学）とある。 
(7) 橋本本にはとある。と転写する異体字と思われる。
(8) 左に  と書き込みがある。橋本本には とある。 
(9) 橋本本には とある。 
(10) 橋本本にはとある。 
(11) 橋本本には とある。 
(12) 左に  と書き込みがある。 
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 において般若を弁論し、全ての学者の傲慢なる 

 山を粉砕した。その後、具足吉祥サキャ 

 サンデン、アムリンなどにおいて般若学の弁論を行い、 

 高名の幡を立てたようになった。その後、ニャン 

 ト・チェチェンにおいでになり、大学者ニャンボン・クンガ・ 

 バルバの前で般若の深甚なる教えを、一度聴いたことによって、心が 

 満たされたのである。その時、尊者レンダワ－もサキャから 

 チェチェンのニャンボーの前においでになった。そこで、前世の因縁によっ

て 

 相合し、『俱舎論』の説明を、１度聴いたことによって 
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(1) 橋本本にはとある。 
(2) 左に  と書き込みがある。橋本本には とある。 

(3)  
(4) 左に  と書き込みがある。 
(5) （『入中論』）
(6) 橋本本にはとある。 
(7) 左に  と書き込みがある。（善友）
(8) 橋本本にはとある。 
(9) 左に  と書き込みがある。橋本本にはとある。 
(10) 左に  と書き込みがある。 
(11) 橋本本にはとある。 
(12) 橋本本にはとある。（戒）（宝） 
(13) （師）
(14) 橋本本にはとある。 
(15) 左に  （頭は満州文字）と書き込みがある。 
(16) 橋本本にはとある。 
(17) 左に  と書き込みがある。 
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 心がみたされ、大いに信心が生じた。チェチェン地方において夏の 

 法を終えて、秋には、師弟共にニャント 

 サムリンの聖胎の中（法蔵）に赴かれ、レンダワ－の前において、 

  第葉終り  

 『入中論』の説明を聞いた。聖者ツォンボ・ラグバの 

 善友大灌頂などを聴聞された。歳の時（年）に 

 ヤルルンのナムジルにおいて、ヨンドン・ホラル師、シラ・ラトナ 

 師、そして、イジン・ハンボ・バラミジャナータ師、デムチド・ボニャ・ 
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(1) 橋本本にはとある。（福徳金剛） 

(2)   （具足戒） 

(3) 左に と書き込みがある。現在は  または 。  
(4)  （如意宝珠）
(5) 橋本本にはとある。 
(6) 左に  と書き込みがある。橋本本には（人

名）とある。 
(7) 橋本本にはとある。 
(8) 左に   と書き込みがある。橋本本にはとある。 
(9) 橋本本にはとある。 
(10) 左に  と書き込みがある。橋本本にはとある。
(11) 橋本本にはとある。 
(12) 橋本本にはとある。 
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 バザルを秘密師となし、具足戒を受け、持戒者たちの 

 頂鬘宝となった。デンサ・テルにおいて、ジャンバ・ラグバ・ヤンジョブよ

り 

 ナーロ六法の教えなどを聴聞された。ケール寺において、 

 ジャボ・ボンボなど持蔵者の多くに、四大 

 難行の説明を受けられた。ソド・ジャルにおいて、ガンジュールを 

 観察された。ラサにおいて断食の誓願とデーワ・ジャンにおいて 

 多くの法を説かれた。特にモン城のダシ・ドンにおいて海の如く 

 賢者に種類のインドの言葉の根本を、一時に（研究し）始め、 

 説法をなしたものが、著作すべての中で最も優れたものとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 古代インドの佛教学派。ナーロー派の伝える六法の修行方法。 
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(1)  
(2)  
(3) 橋本本には（中観派）とある。
(4) 橋本本には（人名）とある。
(5)  
(6)  
(7)  
(8)  
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 このようにウ－・ツァンの多くの賢人たちに、佛法に従って、普通の明 

 処と三蔵並びに四タントラの教え 

 などの正法を大いにお聞きになったので誹謗中傷を完全に 

 断ち切った。それから、中観派のラマ、ツォング・センゲは合間を利用して、 

 尊者文殊菩薩より多くの深法を聞かれた。その 

 時、尊者の御言葉「今日より今後ラマと徳を 

 無差別に祈願すること、以前に積んだ罪を清め、 

 福徳を大いにこの上なく増大積集し、 

 清めることにおいて努力すること、大乗などの決定を信じ顕教、 

 密教および注釈などの意味について、詳細に研究すること、の３つを 
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(1)  
(2) 左に  と書き込みがある。 

(3) ,  （龍樹）
(4) 左に  と書き込みがある。 
(5) 橋本本には （地名）とある。 
(6) 左に  と書き込みがある。橋本本には とある。
 
(7) 橋本本には（地名）とある。 
(8) 左に  と書き込みがある。橋本本には とある。 
(9) 
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 何度も行い、常に絶えることなく注意を喚起して、 

  第葉終り  

 まもなく教義の究極に達し、また顕教、密教の 

 意味を全てにおいて誤解なく決定
ケツジョウ

を得よう」と説かれた 

 とおりに努力した。また、龍樹父子の意志を 

 誤りなく理解して中道心を起こした。 

 ホータクの大成就者ナムハイ・ジャルサンとタゴルの大 

 師チョイジャブ・サンボの２人から奥義の部を 

 聞いて、心に納めたがゆえに、最勝語すべてを良き教えと 

 して、成成就した。その後、尊者文殊菩薩が 
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(1)  
(2)  
(3)  
(4) 橋本本にはとある。（守護神）
(5)  
(6) 左に  と書き込みがある。橋本本には（人名）とある。 
(7) 左に  と書き込みがある。橋本本には （人名）とある。 
(8) （瞑想、静慮）
(9) 橋本本には  （地名）とある。
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 おっしゃるには、「頑固にして粗暴な有情である彼らに対して、説法しても

大いなる 

 利益がどこにあるか。それゆえに上手に努めて、 

 寂静処において、修行せよ。自他両者のよくなる道を 

 得よう。」と。「また、現今から説法を 

 行っても大いなる利益とはなるが、それ以上の事は望めない為、しばし 

 行いを控えて、静慮処に依拠し、成就を大切に心がけよ。」 

 と言って、成就をなす事を思いださせた。 

 歳の時（年）に、守護神の予言した眷属ラマ、 

 ジャムカルバと、分別を備えたジャンバル・ジャムソーなど８人の 

 清浄な人を連れて、寂静処に赴かれたのである。オルカに 
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(1) 橋本本には（地名）とある。 
(2) 左に  と書き込みがある。橋本本には （人名、宝尊者）とある。 
(3)  
(4) 橋本本には（地名）とある。 
(5) 橋本本には（地名）とある。 
(6) 橋本本には（地名）とある。 
(7)   （人名、龍樹） 
(8) （人名、無着） 
(9) （人名）
(10) （人名）
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 赴かれて、冬と春には、オルカのチョイルンに住んだ。そして、師弟 

 共に大苦業の生活に精進し、四力を 

 備えた積集清浄に大いに努めた。宝尊者 

 自ら又の勤行と共に心法の懺悔をとなえ、 

 曼荼羅を拝むなど、厳しく、困難な苦行を行い、ジンチの 

 弥勒菩薩にもお会いになった。その後、マンルン河のジャソグに 

  第葉終り  

 赴くことになった。そこで、文殊菩薩の一体の全威厳ある像の 

 面前において、龍樹、無著などの多くのパンディタ（学匠）や 

 インドラ・ブーティ、サラハなど多くの成就者による囲繞が 
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(1)  左に と書き込みがある。 
(2) 橋本本にはとある。（守護神） 
(3) 左に  と書き込みがある。 
(4)  
(5)  
(6)  
(7) 橋本本にはとある。 
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 なされた。又、その地において顕現が無数に 

 あった。このように成就の幢を打ち建てることにより、守護 

 神と多くのラマが因（根本）を加持し、それらを 

 常と非常の分別が特に不可思議なる因（根本）において 

 生まれた。さらに尊者文殊菩薩が、「論とその 

 解釈を表せ。」と想起させた事に従い、（ツォンカパは）経、真言の最勝 

 語、全ての心核を明確に集め、顕現した 

 驚くべき妙味となった、善釈なる『菩提道次第』などの 

 経や真言の多くの要点を表すなど、三 

 分別によって清浄し、教法の美しい飾りとなった。 

 歳の己丑年（年）正月の１日から 

 日までラサの大祈願をなして、（人）ほどの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 橋本本には58歳となっている。 
(2) 1409年、ツォンカパがチベット暦正月に行った大祈祷会。 
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(1) 左に  と書き込みがある。橋本本にはとある。 
(2)  
(3)   
(4)  
(5)  
(6) 橋本本にはとある。 
(7) 橋本本にはとある。 
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 僧伽に大いなる恭敬を与えて、教宝を辺 

 境に広めるという清い心願を立てた。人里離れた大きな 

 山にガンダン寺を建立し、金色の 

 冠を持った教義があらゆる方向、方面に、あまねく広まる１つの 

 源となった。彼の地の山には、自然に発生した明白 

 無数の身口意の信が満ちている。 

 そのような最上廟処において、教法を説法と成就の２つの 

 闔（とびら）から、昼のように明瞭にして、年の間に、大寺院（ガンダン

寺）を 

 守護し、歳の己亥の年（年）無限の 

  第葉終り  

 持蔵者たちに『菩提道次第』と『秘密集会』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 人間の行い全て。 
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(1) 橋本本にはとある。 
(2) 橋本本には（尊者）とある。 
(3)  
(4)  
(5) 橋本本にはとある。（ドラの一種）
(6) 橋本本には（ガンダン寺の僧房）とある。 
(7) 左に  と書き込みがある。橋本本にはとある。 
(8) ここは  と習慣的に転写した。橋本本にはとあるものを、ここ

も（宝幡）に翻訳している。 
(9)  
(10) 橋本本には（白）とある。
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 『最勝楽』のタントラ等無量法を説いた。宝 

 尊者の前においでになり、供養と祈願を大いになして、 

 教宝が永遠に存続するように祈祷する時、虚空から天の 

 板木の音が激しく響いたので、ガンダンの僧房においでに 

 なった。そこで正心子ジャルサライ・リンポチェに帽子と 

 一着の僧服を授け、座位をゆずって（その位に）つかせたのである。大徳 

 ラドナ・ドゥワジャたちが傍にいる時、「この道理を知って 

 菩提心を修習せよ」と説かれた。月頃にガンダンの 

 白僧房において、光明天宮に逝去し、法身に変化する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 橋本訳（p.201）には「10月15日」とある。 
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(1)  
(2) （兜率天）
(3) 左に   と書き込みがある。橋本本にはとある。 
(4)  
(5)  
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 ために、受用の魔法のように身を起こして、その転生は、 

 兜卒天宮において、文殊胎蔵という菩薩の生を得た、 

 未来の超越的な奇瑞の地において、 

 勝者センゲ・ガーローと呼ばれる成佛の相を示し、 

 十二相の変化を示す事となったのである。 
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